
 

 

万事ウマくいく一年になりますように！ 

 １２月１９日（金）ボランティアセンターで、

ボランティア登録者を対象に第２回ボランティ

ア交流会を開催しました。１９名が参加され、

「みちくさの会」代表の若松東征さんを講師に

ミニ門松作りを行いました。藁を均等に並べて

広げたり、紐をきつく締めていく工程が難しく、

講師にアドバイスをもらい、参加者同士でも教

え合いながら交流しました。 

最後に、参加された時庭さんからは祝い鶴の

プレゼントがありました。参加者からは「縄の

結び方が難しかったけれど、楽しかった」「良い

年が迎えられそう」と喜びの声が聞かれました。 
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みるるこどもまつりで学びの体験 
 １１月２２日（土）那須塩原市図書館みる

るで開催された「みるるこどもまつり」で、

「点訳サークルでこぼこ」が点字体験、「の

びる会」が音訳体験を行いました。 

 点字体験をした来場者は、初めて触れる点

字用具に興味津々な様子でした。会員からの

説明を聞き、打つ場所をゆっくりと確認しな

がら、名前や好きな言葉など思い思いに打っ

ていました。音訳体験では、好きな本を選び

朗読したものを録音してCDにしました。

自分の声が録音されたCDがお土産になり

体験した子どもは、とても嬉しそうにしてい

ました。 

来場者は、貴重な体験をとおして、楽しみ

ながら点字と音訳について学んでいました。 

 点字・点訳勉強等の活動をしている「点訳サークルでこぼ

こ」が、１２月２６日（金）いきいきふれあいセンターで、

令和８年度点字ごみ出しカレンダーの打ち出し作業を行いま

した。毎年、市サーキュラーエコノミー課より依頼を受け作

成しています。 

この点字ごみ出しカレンダーは、点訳編集ソフトを使って

データを作成し、その後点字プリンターで点字用紙に打ち出

して製本しています。製本作業もページを確認しながらの慎

重な作業になります。打ち出し作業は時間がかかるため、何

日かに分けて行ったとのことです。 

完成したカレンダーは、必要としている視覚障がい者に配

布されています。 

▲上の点字はこの文章になっています 

▲点字体験の様子 

▲音訳体験の様子 
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「手話サークル弥生会」が１２月３日（水）いきいきふれあ

いセンターでバルーンアート教室を開催し、聴覚障害者や会

員などが参加しました。講師は、弥生会の会員でもある「まり

ぽん」こと湊真理子さんが務めました。 

参加者の皆さんは、はやる気持ちをおさえて講師の説明を

しっかりと見てから、丸や細長い風船をバルーン用の空気入

れを使って膨らまし、1 人 2 本のステッキを作りました。始

めのうちは恐る恐る空気を入れたり、ひねったりしていまし

たが、徐々に慣れてバルーンアートを楽しんでいる様子が伺

えました。更に、リースや雪だるまも作りました。参加者同士

で協力したり、教え合ったりする姿もあり、雪だるまの風船に

はマジックで自分の好きな様に顔を描き、お互いの雪だるま

を見せ合って鑑賞しました。最後には、カラフルな作品を持

ち、華やかな記念撮影となりました。 

終始、参加者が笑顔で楽しむ姿が印象的な、素敵なバルーン

アート教室でした。 

 

 

個人・団体の活動紹介や会員募集、ボランティア募集、投稿記事、イベント情報を掲載したい、

取材に来て欲しほしいなどの情報を随時募集しています。ボランティアセンターまでお寄せくだ

さい。情報誌は奇数月の 20日に発行しています。 

ボランティア情報誌に掲載する情報を募集しています♪ 
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この日は「忠臣蔵の日※」と言われる１２月１４日の前日ということ

もあり、「おはなし三度笠」会長の「和菊斎ちかまる」こと野村隆さん

は「昨年も来させていただき、ここは好きな場所です。今日は、皆さ

んを忠臣蔵の世界へいざないたいと思います」とあいさつしました。 

一席目は、初舞台となった野州弦五郎さんが「赤穂義士銘々伝～赤

垣源蔵 徳利の別れ」を披露し、兄弟の別れの一幕を、心温まる愛情や

情景が目に浮かぶような話術で、観客を魅了しました。 

次に、師匠である和菊斎ちかまるさんが登壇しました。ユーモアを

交えた小話で楽しませた後、忠臣蔵の物語の背景などを紹介し、二席

目に「赤穂義士外伝～荒川十太夫」を披露しました。ちかまるさんは、

介錯人を務めた荒川十太夫の苦悩と覚悟、誠実さを、真に迫る語り口

調で、観客を話の世界に引き込んでいました。息を呑むほどに素晴ら

しい講談は、まだまだ聞いていたいほどでした。 

※元禄１５年（１７０２年）に赤穂浪士４７人が吉良邸に討ち入り、主君の

仇討ちを成し遂げたことに由来します。 

ボランティアサークル「おはなし三度笠」の２名による講談が、１２月１３日（土）太夫塚生きが

いサロンで行われました。昨年度、同生きがいサロンで講談を披露し好評だったことから、ぜひもう

一度お願いしたいとの要望があり開催されました。まずは、太夫塚公民館に集まった参加者全員で健

康体操を行った後、講談となりました。 

 

施設や生きがいサロンに来てほしい、イベントのお手伝い、託児、傾聴など

ボランティアを必要としている方、どのようなボランティアがあるのか知りた

い方、ボランティアをしてみたいという方、お気軽にボランティアセンターへ

お越しください。ボランティアセンターへの登録（個人・団体）も随時受け付

けています。 
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１２月１４日（日）古民家ギャラリー青雲塾で「日本舞踊

舞の会」「三味線津軽会」「二胡ハーモニー金の星」合同のミ

ニ発表会を開催しました。 

開演前には、三味線津軽会の増子さんが琴を演奏し、来場

者を迎えました。発表会が始まり、最初は「三味線津軽会」

が「津軽じょんがら節」「秋田おばこ」など合わせて７曲演

奏しました。「黒田節」の演奏では、舞の会の藤間さんが曲

に合わせて踊りを披露する場面もありました。続いて「日本

舞踊舞の会」と「二胡ハーモニー金の星」が順番に発表しま

した。舞の会の発表では、ゲストの芝沼弘允さんの唄に合わ

せ、華麗に舞いました。その他にも、「祝い酒」や「鶴亀」

など縁起の良い踊りを披露しました。二胡ハーモニー金の星

では、「月の砂漠」や「また君に恋してる」など素敵なハー

モニーを奏でていました。演奏の最後は、ドリフターズのメ

ドレーで盛り上げていました。 

フィナーレには、三味線津軽会の演奏する「塩原音頭」と

「日光和楽踊り」に舞の会の皆さんが参加し、来場者も手拍

子でリズムに乗り、大盛り上がりのフィナーレとなりまし 

た。どの団体も工夫を凝らし、素晴らしい発表会に 

なりました。 

▲三味線津軽会と藤間さんの共演 

▲芝沼さんの歌に合わせて踊る舞の会 

▲二胡を演奏している様子 

▲フィナーレの様子 
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 手品笑会

１２月２５日（木）特別養護老人ホー

ム寿山荘で手品を披露しました。最初に

「プロではありませんので、皆さんどう

か温かい目で見守っていてください。」

と挨拶をしました。 

曲が始まるとテンポ良く手品を披露

し、ユーモアのある話術で会場の人々を

引きつけました。横縞のハンカチが縦縞

に変わる手品で会場を笑顔にし、本に描

いてある蝶のイラストが飛び出してくる

驚きの手品もあり、入所者を楽しませて

いました。途中、失敗してしまう場面も

ありましたが、「ちょっと失敗しちゃっ

たね～」と明るく笑いに変えていまし

た。最後に会場からは、何か一つ手品の

種明かしをして欲しいとリクエストがあ

り、特別に教えてくれました。手品の種

が分かると「なるほど！」と頷いていま

した。 

１２月２４日（水）デイサービス協和苑のクリスマス会で「手品笑会」が

活躍しました。団体の紹介では、「手品笑会は笑う会と書きます。皆さん笑

顔で観てください。」と話していました。 

手品ショーが始まると、次々に繰り出される手品に利用者は釘づけにな

り、会場からは驚きの声も上がっていました。クリスマスやお正月にちなん

だものや、目の錯覚を利用したもの、利用者にも参加してもらいながら、皆

で楽しむことのできる手品を披露しました。途中で種明かしをする場面もあ

り、利用者の笑いを誘いました。 

手品ショーの後は利用者の皆さんとビンゴゲームを行い、交流を楽しみま

した。 
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要約筆記入門講座

 

日 時  令和８年２月６日(金)・１３日(金)・２０日(金)・２７日(金) 全４回 午前１０時～正午 

場 所  健康長寿センター ２階 ボランティアルーム （那須塩原市南郷屋 5-163） 

対 象  なるべく全日参加できる方 

講 師  全国要約筆記問題研究会栃木支部 支部長 安田房代 氏 

参 加 費  ４００円（教材代） 

定 員  １５人程度（先着） 

申込期間  令和８年１月５日(月)～１月３０日(金) 

申込方法  電話または申込フォームからお申し込みください 

問い合わせ・申し込み  那須塩原市社会福祉協議会 ボランティアセンター 

                那須塩原市南郷屋 5-163 0287-47-6700（平日 8：30～17：15） 

申
込
フ
ォ
ー
ム 

「要約筆記」は、耳が聞こえない人や聞こえにくい人に音声情報を文字で伝える方法です。 

とんぼの会 クリスマス会 
毎年恒例のクリスマスケーキ作り 

１２月２１日（日）那須塩原市高校生ボランティア

グループとんぼの会のメンバーが、ボランティアセン

ターで毎年恒例のクリスマスケーキ作りを行いまし

た。ケーキ作りを通してメンバー同士の交流を深め、

ボランティア活動を行う上でのチームワーク向上にも

つながりました。 

とんぼの会は、主に地域貢献活動を行う高校生の

ボランティアグループです。随時会員を募集してい

ます。入会を希望する方は、ボランティアセンター

までお問い合わせください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア活動実績 

１１月 

イベント他 １３件 ４５人 

１２月 

イベント他 １８件 ７８人 

傾聴 １９件 ２６人 傾聴 １１件 ２０人 

福祉体験 ５件 １５人 福祉体験 ５件 ２６人 

合計 ３７件 ８６人 合計 ３４件 １２４人 

 ボランティアセンター登録数（１２月３１日現在） 

団体 個人 

１０５団体（非公開含む） ９１人 

 

【ボランティアセンター】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

JR 西那須野駅 

 至
黒
磯 

至
宇
都
宮 

国道４号線 

国
道
４
０
０
号
線 

 

ラ
イ
ス
ラ
イ
ン 

 

至塩原 

 

ボランティアセンター 

（健康長寿センター内） 

至大田原 

三和住宅 

にしなすの 

スポーツプラザ 

 

コンビニ 

すき家 

 

 

地域共生社会振興基金とは、地域共生社会の実現のため、

那須塩原市社会福祉協議会が設置している基金です。 

地域共生社会振興基金寄付者一覧 

（令和７年１月１日～令和７年１２月３１日） 

                 （敬称略） 

▲ボランティア ▲那須塩原市社協 ▲ボランティア 

センター情報誌 フェイスブック 

          

発行：社会福祉法人那須塩原市社会福祉協議会  

ボランティアセンター  

〒329-2705 那須塩原市南郷屋 5-163 

（健康長寿センター内） 

TEL 0287-47-6700／FAX 0287-47-6690 

E メールアドレス v.center@ns-shakyou.jp 

 

★メール、FAX、電話でみなさまの感想や情報をお寄せください。 

センター公式 LINE 

・国際医療福祉大学病院         

・そすいの郷ふるさとにしなす産直会   

・那須塩原市一般廃棄物処理協同組合   

・株式会社 Shikano 


